
平成 24 年８月 31 日　監査委員　松隈　英之助
神﨑　はな子

平成 23 年度 一般会計・特別会計及び
水道事業会計決算審査及び

健全化判断比率等審査の結果について

第
１　

審
査
の
方
法
及
び
結
果

１　

一
般
会
計
・
特
別
会
計
は
、
計
数

の
正
確
性
及
び
財
政
・
財
務
状
況
等

に
、
水
道
事
業
会
計
は
、
経
済
性
の

発
揮
及
び
福
祉
の
増
進
に
、
そ
れ
ぞ

れ
主
眼
を
置
き
、
監
査
等
の
結
果
も

勘
案
し
て
審
査
し
、
い
ず
れ
も
決
算

を
適
正
に
表
示
し
て
い
る
も
の
と
認

め
、
一
般
会
計
・
特
別
会
計
は
「
良

好
」、水
道
事
業
会
計
は
「
概
ね
良
好
」

で
す
。

２　

健
全
化
判
断
比
率
（
実
質
赤
字
比

率
、
連
結
実
質
赤
字
比
率
、
実
質
公

債
費
比
率
及
び
将
来
負
担
比
率
の
４

指
標
）
及
び
資
金
不
足
比
率
は
、
適

正
に
算
定
さ
れ
て
い
る
と
認
め
ま
し

た
。

　
　

各
指
標
の
値
は
、
早
期
健
全
化
基

準
を
下
回
っ
て
お
り
、
財
政
に
関
し

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。

２　

財
政
構
造
等
に
つ
い
て

①　

経
常
収
支
比
率
に
つ
い
て
、
平
成

22
年
度
は
地
方
債
の
繰
上
償
還
、
職

員
の
退
職
と
新
規
採
用
と
の
給
与
差

額
及
び
衛
生
組
合
負
担
金
の
減
額
に

よ
り
、
３
年
連
続
改
善
し
、
危
険
ラ

イ
ン
と
さ
れ
る
90
％
を
下
回
り
89
・

４
％
で
し
た
。
し
か
し
、
平
成
23
年

度
は
、
前
年
度
よ
り
２
・
４
ポ
イ
ン

ト
悪
化
し
91
・
８
％
で
、
再
び
財

政
構
造
上
弾
力
性
に
乏
し
い
状
態
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
類
似
団
体
の
平
成
22
年
度

経
常
収
支
比
率
83
・
１
％
に
比
べ

８
・
７
ポ
イ
ン
ト
も
悪
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。

②　

主
な
要
因
は
、
平
成
22
年
度
よ
り

経
常
一
般
財
源
に
お
い
て
、
歳
入
が

約
４
０
０
０
万
円
減
額
、
歳
出
が
約

４
５
０
０
万
円
増
額
し
た
こ
と
に
よ

り
ま
す
。

　
　

具
体
的
に
は
、
平
成
22
年
度
よ
り

臨
時
財
政
対
策
債
が
９
５
０
０
万
円

第
２　

審
査
意
見
の
要
旨

《
一
般
会
計
・
特
別
会
計
》

財
政
運
営
及
び
財
政
構
造
等
に
つ
い
て

１　

財
政
運
営
に
つ
い
て

　
　

普
通
会
計
の
実
質
収
支
は
約

１
億
９
４
０
０
万
円
の
黒
字
で
、
実

質
収
支
比
率
は
市
町
村
に
と
っ
て

は
、
３
～
５
％
が
望
ま
し
い
と
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
平
成
23
年
度
、
本
町

は
５
・
８
％
で
す
。

　
　

単
年
度
収
支
は
１
０
０
０
万
円
の
赤

字
で
す
が
、
積
立
金
１
億
１
０
０
万

円
に
よ
り
、
実
質
単
年
度
収
支
は

９
１
０
０
万
円
で
黒
字
で
す
。

　
　

普
通
会
計
の
基
金
は
、
平
成
22

年
度
よ
り
３
億
１
０
０
０
万
円

増
額
し
、
平
成
23
年
度
末
現
在

19
億
２
７
０
０
万
円
で
す
。

　
　

よ
っ
て
、
歳
入
歳
出
に
係
わ
る
財

政
運
営
は
安
定
し
て
い
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
財
政
構
造
上
の

問
題
が
あ
り
ま
す
。
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